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Cafian Ferceta(cafiya felueceata)

文字と音韻文字は地球のラテン文字を用いる。発音はここでは IPAで示す。・母音—短母音と長母音
[i][iː] [u][uː]

[e][eː] [o][oː]

[ɛː]

[a][aː]—二重母音 [ui]

[ei] [ie] [eo] [ou] [uo]

[oe]

[oa]・母音の発音と文字の対応a,ao [a] ii,ia [iː] uo [uo]e,ue,ai [e] oo [oː] ou [ou]i [i] uu [uː] eo [eo]o,eu,oi [o] ea,ae [ɛː] oe [oe]u [u] ui [ui] oa [oa]aa [aː] ie [ie]ee [eː] ei [ei]



・子音 唇音 舌頂音 舌背音 咽喉音両唇 唇歯 歯音 歯茎 後部 そり 硬口 軟口 口蓋 咽頭 咽頭 声門音 音 音 歯茎 舌音 蓋音 蓋音 垂音 音 蓋音 音音破裂音 [p] [t] [k] [ʔ]
[b] [d] [g]鼻音 [m] [n] [ɴ]ふるえ [r] ([ʀ])音はじき ([ɾ])音摩擦音 [f] ([θ]) [s] [ʃ] ([ʁ])

[v] ([ð]) [z] [ʒ]接近音 ([ɹ]) [j]側 は面 じ音 き音摩擦音接近 [l]音—表中に無いもの接近音 [w]破擦音 [ʧ]

・子音の発音と文字の対応p [pʰ] k [kʰ] r [r][ɾ][ɹ][ʀ][ʁ] z [z] l [l]b [b] g [g] f [f][θ] c [ʃ]t [tʰ] m [m] v [v][ð] j [ʒ]d [d] n [n][ɴ] s [s] y [j]・音韻規則①無声破裂音は常に帯気する。[pʰ][tʰ][kʰ]②[t]と[l]が連続した場合、[t]は内破音になる。[t̚l]③同じ破裂音が連続した場合、前にある破裂音は内破音になる。
[p̚p][b̚b][t̚t][d̚d][k̚k][g̚g]④[n]と[ɴ]は条件異音。後続が母音の場合と子音の場合で発音が異なる。母音の場合 → [n]子音の場合 → [ɴ]⑤[ɾ]、[ɹ]、[ʀ]および[ʁ]は[r]の自由異音である。
[ɾ]は地方農民または外国人の発音に良く見られる。
[ɹ]は奴隷階級の発音に良く見られる。
[ʀ]と[ʁ]は共に自由人（最上流階級）の一部の発音に見られる。これらの発音は地球のラテン語、古代ギリシャ語、フランス語、ドイツ語の発音に由来するものだとされる。⑥[θ]および[ð]はそれぞれ[f]、[v]の自由異音である。これらは奴隷階級の発音に見られる。⑦同じ摩擦音が連続した場合、摩擦音の長子音化になる。
[fː][vː][sː][zː][ʃː][ʒː]⑧破擦音[ʧ]が連続した場合、前の破擦音[ʧ]は[t]の内破音[t̚]に変化し、後ろの破擦音[ʧ]と連続して[t̚ʧ]となる。⑨子音と[i][iː][ie]が連続した場合、子音は硬口蓋化する。[pʲi][rʲi][zʲi][ʃʲi]⑩半母音は存在せず、[j][w]は子音である。⑪異なる単語動詞が連続する時、又は単語内で語幹と接頭辞または接尾辞が連続する時、前の単語・接頭辞・語幹の最後と、後ろの単語・接尾辞・語幹の最初の発音は連続させない。⑫同じ条件で、前の単語・接頭辞・語幹の最後と、後ろの単語・接尾辞・語幹の最初の発音が共に母音であった場合、後ろの単語・接尾辞・語幹の最初に声門閉鎖音[ʔ]が生じる。


